
HOT BOX
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堺市消防局災害活動支援隊について 

 堺市消防局では、近い将来に発生が懸念される南海トラフ巨大地震や上町断

層帯地震等大規模災害発生時に、同時多発する火災・救助・救急事案に迅速か

つ的確に対応するため、平成２７年９月１日に「災害活動支援隊」を発隊しま

した。 

 この災害活動支援隊は、本市の区域内で大規模な災害が発生した場合におい

て、消防局長の命を受け、消防局及び消防署が行う消防活動を支援することを

任務とし、本市の消防局ＯＢ職員で構成する組織です。 

災害活動支援隊の令和３年 6 月１日現在の隊員数は、７１名となっています。

 今後も市民のさらなる安全・安心の確保と災害に強いまちづくりを推進して

まいります。 

災害活動支援隊隊長引継ぎ式 近畿地方整備局・堺市合同総合防災訓練 
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職員研修状況 

 当消防局では、強い使命感やチャレンジ精神を持つ人材を積極的に採用するとともに、採用後

の人材育成・職員研修に力を入れ取り組んでいます。 

職員研修の実施方法について、対面式による講義など様々ありますが、中でも新しい試みとし

てオンラインによるリモート型研修を積極的に実施しています。 

 新型コロナウイルス感染症拡大を受け、働く人々の生活様式も新しいものにシフトする動きが

広がっています。その中でも、３密を避ける働き方が必須とされており、それは職員教育を行う

研修方法についても同様です。 

消防局では、従来の大人数が同じ場所に集合しての研修方法にこだわることなく、消防統合シ

ステムによる「テレビ会議システム」、堺市役所と協力のもと、パソコンアプリ「teams」を使

用したオンラインリモート型研修、QR コードを使用した動画視聴型研修などを新たな取り組み

として実施しています。 

 新しい取り組みは始まったばかりで、まだまだ課題もありますが、３密を避けることができる

こと、移動の必要がないため時間を有効に活用できること、ＱＲコードでの動画視聴では時間と

場所を選ばないことなど多くのメリットがありますので、研修内容に応じて活用していきたいと

考えています。 

実施状況は以下のとおりです。 

【teams を使用したオンラインリモート型研修】 

ＨＯＴ ＢＯＸ 
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特殊車両制作 ～燃料補給車 Fire engine for fuel supply car～ 

燃 料 補 給 車 と は

大規模災害の発生や、それに伴う停電などにより、燃料供給の停滞やガソリン

スタンドの使用不能が発生した場合においても自己調達によって、災害現場で活

動する多数の消防車両への燃料補給や、消防局庁舎の非常用発電機への燃料補給

を行う車両です。 

主 要  諸 元

燃料補給車の運用 

① 現場活動を継続して実

施するため、活動中の複数

車両への燃料補給 

② 消防局の防災拠点（消

防庁舎、無線基地局）の非

常用発電機への燃料補給

③ 緊急消防援助隊出動時

に同行し、燃料が枯渇した

地域での活動支援 

④ 災害現場への人員及び

資機材の緊急搬送 

全  長 約 ４ ． ７ m

全  幅 約 1． ７ m

全  高 約 2． ２ m

車 両 総 重 量 約 ４ ｔ

定  員 ５ 名

総 排 気 量 約 ３ ， ０ ０ 0cc

キ ャ ビ ン ﾀﾞﾌﾞﾙｷｬﾋﾞﾝ・ 標 準 ﾙｰﾌ

積 載 タ ン ク  諸 元

最 大 積 載 容 量 約 ９ ５ ０ ℓ

給 油 ポ ン プ 吐 出 量 60 ℓ ／ 分

ホ ー ス 長 20m（ 電 動 巻 取 り 式 ）

ＨＯＴ ＢＯＸ 
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火災の原因 

 令和 2 年中における堺市消防局管内の火災原因のワースト３は、放火（放火
の疑い含む）、こんろ、たばこでした。これらの火災を発生させないため、次の
ことに注意してください。 

放火火災を防止するために 

・家の周りに燃えやすい物を置かない。 

・空き家、物置などにはカギをかけておく。 

・車やバイクには防炎品のボディーカバーを使用する。 

・建物などの周りは照明などで明るくする。 

・ゴミは指定の収集日に出す。 

こんろ火災を防止するために 

・調理中はその場を離れない。 

・その場を離れる時は、必ず火を消す。 

・Ｓｉセンサー搭載のガスコンロを使用する。 

・ＩＨこんろでも安心せず、揚げものでは取扱い説明書 

に記載された適正な油の量を使用する。 

・こんろの周囲や上部には、布巾や紙類などの燃えやす 

いものを置かない。 

たばこ火災を防止するために 

・たばこのポイ捨てをしない。 

・寝たばこをしない。 

・灰皿以外のところに吸い殻を捨てない。 

・たばこの吸い殻は、水で消火して捨てる。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
【番外編】 

近年、電気関係の火災が増えています。 
長年使用している電気機器の電源プラグやコードは埃や 

湿気などの影響で火災の原因になる場合があります。 
使用しない電気機器の電源プラグはコンセントから抜き、 

こまめに清掃しましょう。 
 また、コードが傷ついていないか、プラグが曲がってい 
ないかなども点検し、異常がある場合には使用せずに交換 
しましょう。 
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

ＨＯＴ ＢＯＸ 
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まちかど救急ステーション事業 

～各施設に設置されているＡＥＤの登録をお願いします～ 

ＨＯＴ ＢＯＸ 

【写真】登録施設に消防局から交付するステッカー（左）とのぼり（右） 

助けを求められたその時 

ＡＥＤの貸出しにご協力ください 
「まちかど救急ステーション事業」とは、消防局管内でＡＥＤを設置され

ている施設の情報を登録し、市民に情報提供することで、ＡＥＤを必要とす

る状態の方を、一人でも多く救命するための事業です。登録された施設には

消防局から交付する標章（上図）による標示を行って頂くとともに、施設外

部から貸出しの求めがあった場合にはＡＥＤの貸出しにご協力頂くようお

願いしており、外部への貸出しにより使用された部品については消防局から

交換品を支給します。 

事業所、販売店、居住施設など施設の用途は問わず、登録施設を募集して

おります。 

登録申請はこちら 
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映像通報１１９
 堺市消防局では、令和２年１１月１日から映像通報 119 の運用を開始しまし

た。この映像通報システムは、通報者から音声だけでなく、リアルタイムでの

映像も受信できるシステムとなっています。 

災害現場の情報を視覚的に入手することにより、出場中の各隊への増隊や使

用資機材等の情報伝達が詳細なものになり、今までより迅速・的確な災害対応

ができるようになりました。 

今後、通報者の安全を確認したうえで積極的に映像通報 119 を活用し、市民

の方の安全・安心の確保に努めていきます。 

ＨＯＴ ＢＯＸ 

①119 番通報

②URL 送付

③映像通報

④映像通報を確認

通報者 消防指令センター 
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消毒用アルコールの取扱いに注意！ 

今般の新型コロナウイルス感染症の予防対策で、消毒用アルコールを使用す

る機会が増えています。消毒用アルコールは、火気により引火しやすいので注

意して下さい。消毒用アルコールを火気の近くで使用することにより、火災に

なる恐れがあります。こんろや焚火など、火気のそばで保管したり、使用した

りしないで下さい。 

また、発生する蒸気は空気より重く、低所に滞留しやすいため、以下の点に

注意しましょう。 

●消毒用アルコールを火気の近くで使用（保管）しない。

●風通しの悪い場所や換気が行われていない場所では使用しない。

●消毒用アルコールを直射日光が当たる場所や高温となる場所に保管しない。

ＨＯＴ ＢＯＸ 

154



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

堺 市 美 原 消 防 団 の活 動 について 

消 防 団 は 「 自 ら の 地 域 は 自 ら で 守 る 」 と い う 郷 土 愛 護 の 精 神 の も と 、 地
域 住 民 の 生 命 、 身 体 、 財 産 を 守 る た め 設 置 さ れ て お り 、 消 防 団 員 は 各 自 職
業 （ 生 業 ） に 就 き な が ら 、 火 災 等 災 害 の 予 防 ・ 警 戒 等 を は じ め 、 地 域 住 民
へ の 訓 練 指 導 な ど 、 様 々 な 活 動 を 行 っ て い ま す 。  

平 成 27 年 度 か ら 開 始 し た 放 置 ボ ン ベ 捜 索 や 春 ・ 秋 の 火 災 予 防 運 動 に お
け る 巡 回 広 報 活 動 な ど の 地 道 に 消 防 任 務 を 遂 行 し た こ と が 評 価 さ れ 、「 第
35 回 大 阪 の 消 防 大 賞 」 を 受 賞 し ま し た 。

令 和 ２ 年 度 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 の 影 響 を 受 け 、 各 種 行 事 が 中
止 と な り 例 年 と 比 較 す る と 満 足 な 活 動 は で き ま せ ん で し た が 、 水 火 災 出 場
１ 回 （ 延 ７ 人 ）、 警 戒 出 場 17 回 （ 延 242 人 ）、 訓 練 等 参 加 55 回 （ 延
441 人 ） の 合 計 73 回 （ 延 690 人 ） の 出 場 、 参 加 実 績 と な り ま し た 。  

ま た 、 災 害 活 動 や 訓 練 だ け で な く 、 地 域 の 防 災 訓 練 や イ ベ ン ト に も 参 加
し 、 防 災 の 大 切 さ や 災 害 時 に お け る 地 域 団 結 力 の 重 要 性 を 市 民 と ふ れ 合 い
な が ら 広 報 し 地 域 に 根 差 し た 活 動 を 行 っ て い ま す 。  

救 助 資 機 材 訓 練

地 域 住 民 へ の 防 災 指 導 府 立 消 防 学 校 で の 合 同 訓 練

ＨＯＴ ＢＯＸ 

155


	00 表紙(案)
	01 まえがき（案）
	02 目次（ページ記入なし）　
	03-1 管内の概況
	03-2 大阪府下全図
	04 沿革
	05 主な災害事例
	06管内情勢と消防情勢の推移(人事・警防・救急・予防査察)
	07 消防庁舎現況
	08消防施設分布図Ver2
	09組織機構図
	10・11職員の配置表・職員状況
	12車両配置表
	13消防財政
	14職員研修
	15表彰状況
	16職員の健康管理
	17・18 警防活動の強化・消防訓練
	19-1警防対策
	19-2消防相互応援協定等一覧表
	20事故防止・製作車両
	21安全運転管理
	22開発指導
	23・24・25・26・27火災概況・火災件数・り災状況・原因別火災発生状況・火災による死傷者・その他事故の状況
	28・29救助業務・救助概況・教育訓練実施状況
	30・31救急体制の充実・応急手当の普及啓発活動の推進
	32・33消防指令システム・画像伝送システム
	34・35・36火災予防と広報・防火管理・消防相談
	37・38女性防火クラブ・幼年消防クラブ
	39消防音楽隊
	40査察概況
	41・42危険物施設関係、違反処理及び事故発生に伴う処理状況
	43消防同意概況
	44危険物行政概況
	45石油コンビナート等防災対策
	46保安３法行政概況
	47・48消防団の沿革・消防団の機構及び装備・消防団員の構成
	49HOTBOX
	50堺市消防局災害活動支援隊について
	51職員研修状況
	52燃料補給車　
	53火災の原因
	54まちかど救急ステーション事業
	55映像通報１１９
	56消毒用アルコールの取扱いに注意！
	57堺市美原消防団の活動について
	58所在地及び電話番号
	59編集・発行
	60裏表紙



